
全九州弓道連盟連合会 規約施行細則  

 

              

第１条 規約第４条に規定する事業は，次のとおりとする。 

（１）西日本弓道大会     

１ 毎年各県（当分の間沖縄県を除く）輪番に担当地連が主管し、 一切の責任

（責任とは経費を含む、以下同じ）をもってその運営に当たる。 

２ 全九州弓道連盟連合会（以下、連合会という）会長を大会名誉会長とし、主

管地連会長が大会会長となる。 

３ 連合会は予算に定める額を運営費として助成する。 

４ 団体及び男女優勝者には、連合会会長の賞状とトロフィーを授与する。但し

トロフィー購入経費は助成金の中から支出する。 

５ 審判委員は地連会長がこれにあたる。旅費（以下、旅費には交通費・宿泊

費・日当を含む）は所属地連が負担し、審判委員謝金は運営費とは別に連合

会が負担する。 

６ 主管地連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

 

  

（２）九州各県対抗弓道大会     

１ 主催は連合会とし、輪番に担当地連が主管し一切の責任をもってその運営に

当たる。 

２  各地連、教士の部、錬士の部、五段以下の部、各 1 チーム とする 。但し 、福

岡県連は各々 ２チーム とする  

 ３ １ チームは 3 名で構成し 、男女の別は問わない 

４ 競技方法は以下のとおりとする。 

団体戦  一手５立（１０射・坐射・競技の要領）で行い、チームの総的

中数により順位を決定する。 

       各部門３位まで表彰し、メダルを授与する。 

個人戦  団体戦における個人の総的中数により、各部門各々３位まで表

彰し、メダルを授与する。 

５ 矢渡しは主管地連が担当する。 

６ 連合会は予算に定める額を運営費として負担する。 

７ 審判委員は地連会長がこれにあたる。旅費は所属地連が負担し、審判委員謝

金は運営費とは別に連合会が負担する。 

８ 主管地連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

      

（３）九州中学生弓道大会 

 １ 主催は連合会とし、輪番に担当地連（当分の間沖縄県を除く）が主管し主管

地連が一切の責任をもって運営する。 

２ 団体競技 



①参加校は，前年度男子・女子の優勝校及び各県の男子・女子それぞれ３校以

内とする。（主管県は５校以内） 

  ②チーム編成は，学校単位で男女各々１校１チームとし，監督１名・選手３名 

補欠１名とする。 

③学校単位でチーム編成が出来ない場合は、地域弓道団体やスポーツ少年団な

どで出場できる。但し、学校、保護者・地連の三者協議を重ね、責任を明確

にし、出場選手が在籍する学校長の承認を得ること。 

３ 個人競技    

①参加者に各県内大会個人２位までの男女各々２名を加える。 

②個人上位２位までが団体に入っている場合はその選手を含む。 

４ 表 彰は 

①団体は，男子・女子各々３位まで。 

②個人は，男子・女子各々５位まで。ただし，賞状は３位まで授与。 

③団体３位まで（補欠選手を含む ）、 個人５位まで各々メダルを授与する。 

５ 矢渡は，主管地連が担当する。 

６ 連合会は予算に定める額を運営費として負担する。 

７ 審判委員は地連会長がこれにあたる。旅費は各地連が負担し、審判委員謝金

は運営費とは別に連合会が負担する。 

８ 主管地連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

  

（４）国民体育大会九州ブロック大会弓道競技 

 １ 大会要項に基づき担当地連が主管する。 

２ 競技射数は，近的・遠的共各人４射２回 

 ３ 種目得点は，最上位８点，以下Ⅰ点ずつ減じ，８位を１点とする。 

 ４ 種目別同中の時は競射を行なわず，同中チームは、いずれも上位を共有し他

を空位とする。なお，その得点は，担当位得点の合計点を均分する。 

 ５ 種目別得点の合計が同点のときの順位も前項に準ずる。ただし，上位３位ま

での決定、並びに本国体出場代表決定に関わる場合に限り，近的にて各自２

射の競射により順位を決定する。なお同中の場合は各自１射の射詰競射によ

る。 

 ６ 射場審判委員は地連会長がこれにあたり、的前審判には，原則として主管地

連以外の的前審判委員１名以上を入れる。 

 ７ 近的・遠的の日程順序は，主管地連の定めによる。 

 ８ 立順は、前年度から引き続きの輪番により決定する。 

 ９ 選手の練習のため，競技直前の２日間は本射場を提供することを原則とする。 

   ただし，使用時間は主管者の定めによる。 

10  矢渡は主管地連にて担当する。 

11  連合会は予算に定める額を運営費として助成する。 

12  審判委員の旅費は下記による。 

①地連会長が射場審判委員となる場合、交通費・日当は所属地連の負担と 



し、宿泊費は主管地連の負担とする。 

 ②地連会長以外の他県の理事に審判員を委嘱した場合の旅費は、主管地連の

負担とする。 

13  審判委員の謝金は運営費とは別に連合会が負担する。但し審判会議日の謝金

は支払わない 

14  主管地連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

    

 

（５）九州高等学校弓道新人選手権大会 

 １ 主管地は九州高体連の計画に併せて協議する。 

 ２ 主催は連合会とし、主管地高体連が一切の責任をもって運営する。 

３ 連合会は予算に定める額を運営費として負担する。 

４ 主催者として出席する連合会会長の旅費は連合会が負担する。 

５ 主管地高体連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

 

（６）全九州弓道選手権大会   

 １ 主催は連合会とし、主管地連が一切の責任をもって開催する。 

２ 審判委員長は連合会会長、射場審判委員は各地連会長とし代理は認めない。 

３  出場資格は、各地連男女各々５名以内とする 。  

４ 競技方法は以下のとおりとする。 

①１次予選 

 ・一手２立（４射 ）、 審査における行射の要領で行う。 

・採点制とする。 

・得点上位１５名を決勝進出とする。但し２中以上を条件とする。 

  ・１５名に満たない場合は、満たないままで実施する。 

  ・その他予選順位の裁定については全日本弓道選手権大会の要項による。 

②決勝戦  

・一手３立（６射 ）、 競技における行射の要領（坐射）で行う。 

・的中制とする。 

・同中の場合、優勝決定戦は射詰を行い、順位決定戦は遠近法による。 

③表彰 

・男女各々上位５位までを表彰する。 

・男女各々上位８名を全日本弓道選手権大会の九州ブロック代表に指名し、

認定証を交付する。 

５ 矢渡しは連合会会長が行い、介添えは主管地連が担当する。 

６ 連合会は予算に定める額を運営費として負担する。 

７ 審判委員の旅費は所属地連が負担し、審判委員謝金は運営費とは別に連合会

が負担する。 

 ８ 主管地連は終了後、決算書を連合会事務局に提出する。 

 



（７）九州地区学校弓道指導者講習会（財団法人全日本弓道連盟「以下、全弓連と

いう」主催） 

   各地連が輪番で主管する。受講者は中・高等学校のクラブ活動又は部活動担

当の教員並びに指導者で、各地連会長が指名する。受講者は各県原則として

６名以内とする。受講者は参加料を負担し，講師は，全弓連が中央講師から

委嘱する。 

 

（８）九州地区指導者講習会（全弓連主催） 

   各地連が輪番で主管する。受講者は、各地連会長が指名する。講師は，全弓

連が委嘱する。 

 

（９）九州地区指導者育成講習会（全弓連主催） 

   各地連が輪番で主管する。受講者は、各地連会長が指名する。講師は，全弓

連が委嘱する。 

 

（１０）講習会（連合会主催） 

 １ 四段・五段受有者を対象に講習会を開催する。 

 ２ 参加者は各地連男女各々３名計６名以内（福岡県は男女各々６名計１２名以

内）とする。 

３ 日程等詳細については開催要項で別途定める。 

 ４ 講師は、連合会の中央講師とする。 

 ５ 運営に要する経費は連合会が負担する。 

 ６ 受講者の旅費は各自負担する。 

  

（１１）連合審査                    

 １ 毎年４回、五段受審者を対象に連合審査を行う。 

２ 主管県は，福岡，鹿児島，佐賀・宮崎・長崎・熊本・大分の順で輪番制とす

る。 

３ 運営については，主管地連に一任する。 

４ 連合会会長が審査委員長となる。 

 ５ 審査委員は、審査委員長が連合会役員（範士・教士）の中から委嘱する。 

６ 矢渡しは主管地連が担当する。 

７ 受審者が１６０名を超える場合は、２射場で実施する。審査会場の広狭によ 

り１射場４名、２射場で審査することができる。 

８ 受審料は，全九州弓道連盟連合会の収入とし，他は主管地連の収入とする。 

９ 運営費は連合会が負担する。１射場で実施する場合は２０万円、２射場で実

施する場合は３０万円とし、会計報告は必要としない。 

10  審査における審査委員長及び審査委員の旅費及び謝金は連合会が負担する。 

11  前日の打合せ会及び会食は行わない。        

  



（１２）地連運営懇談会           

 １ 地連運営懇談会は原則として８月、３月に開催し、地連及び連合会の運営に

関する意見交換を行う。 

２ 地連運営懇談会の出席者は、原則として地連会長、主管地連の理事、及び事

務局長とする。 

 ３ ８月は、九州中学生弓道大会の前日に主管地で行う。 

 ４ ３月は、西日本女子弓道大会の前日に主管地で行う。 

 ５ 主管地連は役員会会場、宿舎等の手配を担当する。 

６ 会議費は連合会が負担する。 

 

第２条 規約第 10 条に規定する役員会については下記のとおりとする。 

 １ 定例役員会は原則として７月、１１月、３月に開催し、事業計画、予算、事

業報告、決算などの審議を行う。 

２ ７月は、全九州弓道選手権大会の前日に主管地で行う。 

 ３ １１月は、西日本大会の前日に主管地で行う。 

 ４ ３月は、都城弓まつり全国弓道大会一般の部の前日に主管地で行う。 

 ５ 各大会の主管地連は、理事の宿舎及び役員会会場等の手配を担当する。 

 ６ 会議費は連合会が負担する。 

 

第３条 第８条に定める役員の任期について、役員の交代は 4 月 1 日付とする。 

  また、交代した理事は役員会承認以前であっても、届け出により連合審査の審

査委員となることができる。 

 

第４条 規約第１２条に規定する分担金の額は，次に示す均等割と実勢割の合計額

とし，その納入期限はその年度の５月末日までとする。 

（１）均等割 予算総額の２分１を均分する。 

（２）実勢割 その年の３月１日現在における称号者数の比率により，２分の１

を按分する。 

 

第５条 役員の旅費について下記のとおりとする。 

（１）役員会 

理事の旅費は所属地連の負担とし、事務局長の旅費は連合会が負担する。     

（２）地連運営懇談会 

理事の旅費は所属地連の負担とし、事務局長の旅費は連合会が負担する。 

 

第６条 旅費・謝金の支給額の計算については下記のとおりとする。 

１ 交通費は，鉄道・航空便及び車馬賃等とし，最も経済的路線により計算する。 

２ 鉄道は 50km 以上に特急グリーン料金を付す。 

３ 航空便は，往復運賃にて計算する。 

４ 車馬賃は，最寄りの駅又は空港より両端に対しそれぞれ均一に 1,000 円と 



   する。 

５ 宿泊費は，１日13,000円とする。 

６ 日当は，１日 3,000 円とする。 

７ 謝金は，連合審査の審査委員、西日本弓道大会、九州各県対抗弓道大会、九

州中学生弓道大会、国民体育大会九州ブロック大会、及び全九州弓道選手権

大会の審判委員、連合会主催の講習会講師に対し１日 5,000 円とする。 

 

第７条 役員等の死亡の場合は、次に掲げる範囲において弔慰金を支出することが 

できる。 

 （１）役員     香典５，０００円及び供花 

 （２）役員経験者  供花 

 

第８条 連合会行事の主管担当について別表１・別表２に定める。 

   

第９条 その他運営の細部については、必要に応じ役員会の合議により定めるもと

する。 

 

 

附則  制定  昭和４７年１月２日 

改正 昭和49年 6 月15日・ 52年 2 月 3 日・ 53年 1 月21日・55年 1 月 18日・

57年 1 月13日・59年 7 月 7 日・ 

平成１年２月 4 日・ 5 年 3 月 6 日・ 7 年 3 月 4 日・ 7 年 12月 2 日・ 

10年12月 4 日・11年 11月 20日・ 12年 3 月 4 日・ 12年 7 月22日・

12年11月24日・13年 3 月 3 日・ 16年 7 月 31日・ 16年 11月20日・

17年 7 月30日・18年 3 月 6 日・ 18年 7 月 29日・ 19年 12月 1 日・

21年 2 月23日・22年 11月 20日・ 23年 2 月 26日・ 24年 2 月25日・ 

26年11月22日 

平成 28年 4 月 1 日（申し合せ事項の取りまとめを統合し、それを廃

止する） 

平成 29年 3 月25日 一部改正  平成 30年 3 月24日  一部改正 

令和元年 8 月 3 日  一部改正   令和４年７月 30日 一部改正 


